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（自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話すことができるかどうかをみる 
                                               問題） 

（１）課題が見られた問題について  

自分の考えが分かり

やすく伝わるように、ス

ピーチのどの部分をど

のように工夫して【条件

１】話すのか、その意図

【条件２】を考えて記述

する問題です。正答率

は全国とほぼ同程度で

あり、聞き手に関心を持

ってもらえるような表現

になるように、言葉の抑

揚や強弱、間の取り方

を工夫するなど、スピー

チ等の言語活動を行う

際に大切になる力はお

おむね身に付いていると考えられますが、更なる向上が望めると思います。田中さんの助言を受けて、

話し方の工夫やその意図については考えられているものの、「オンラインで離れた場所にいる人と会話

すること」以外の部分を取り上げられない生徒が見られました。これは、スピーチの内容を踏まえて、相

手に伝えたいことは話のどの部分なのかを明らかにして話すことに課題があると考えられます。 

 

（２）指導の改善・充実に向けて 

スピーチなどをする際は、話し手は、自分の伝えたいことを聞き手に分かりやすく伝えるために、場の

状況や聞き手の興味・関心、情報量などを考慮しながら、聞き手に応じた語句を選択したり、話す速度や

音量、言葉の調子や間の取り方、言葉遣いなどに注意したりして話すことが大切です。 

そのためには、以下のような学習過程を仕組み、「自分の伝えたい事」と「表現方法」の関係について、

主体的に整理しながら学んでいく必要があります。 

① 相手に伝える必要感のある場面を取り上げ、スピーチ場面を設定する。 

② スピーチの中で自分が相手に一番伝えたいこと、理解してもらいたいことを明確にする。 

③ 相手に分かるように伝えるためには、どんな話し方をすればいいのか、様々な表現方法の工夫 

 を考える。 

④ 自分の選んだ表現方法を使って、実際にスピーチを行い、その効果を確かめる。 

実際の話し方を振り返る場面では、スピーチの様子を、ICT 機器を使って、動画を記録し、自分の話し

方を見たり、ペアやグループで互いのスピーチを聞き合い、検討したりする場面を設ける等の活動が 

効果的です。実際に話す体験を通して、主体的に表現と効果の関係について追究する学習過程を仕組ん

でいくことが求められます。 

課題及び指導改善に向けて 
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（場面と場面、場面と描写などを結び付けて、内容を解釈することができるかどうかをみる 

                                                                                             問題） 
 
（１）課題が見られた問題について 

「こどもの日浅い水辺を海にして」という俳句

から想像を広げることで生まれた小説「都会の

ビーチ」で、話の展開を取り上げながら、場面と

場面、場面と描写などを結び付けて、結末での

登場人物の心情を解釈することをみる問題で

す。 

正答率は全国・県をやや上回ったことから、

文学的な文章の心情読解の場面において、 抽

象的な概念を表す叙述や心情を表す叙述に着

目して読む力が、おおむね定着していると考え

られます。一方で、「複数の場面や描写を相互

に結び付けて展開を考えながら心情を解釈す

る」ということに、課題がみられました。 

「『おれ』は何を『なるほど』と思ったのか、話

の展開を取り上げて書く」という問いに対し、

「水辺に海を見出していたのはどうやら息子だ

けではなかったらしい」という結末の描写から、

直接分かることを引用し解釈することはできま

した。しかし、結末に至るまでの、息子の行動の

描写と『おれ』の記憶の描写の展開を捉えた上

での解釈が十分でないことによる誤答が、全国

よりやや多くみられました。 

 

（２）指導の改善・充実に向けて 

文学的な文章を読み味わうためには、話の内容や展開を正しく捉えることが大切です。しかし、 

これまでの学習では、個々の場面や描写から直接分かることを把握するだけに留まっていたことが

多いように思います。このような学習を、話の展開を捉えて、複数の場面を相互に結び付けたり、各

場面と登場人物の心情や行動、情景等の描写とを結び付けたりすることによって、場面や描写に新

たな意味付けを行う学習へと改善していく必要があります。 

そのためには、物語の結末部分等での生徒の疑問から生まれた「問い」を据え、それを主体的に

解決していく学習場面を設定し、物語の展開と関連付けて追究していく必要があります。次のような

学習展開例が考えられます。 

① 結末部分の心情の解釈に関わってきそうな叙述を付箋に書き出す。 

② その付箋を時系列に並べ替え、結末の問いを説明するのに必要な場面や叙述をグループ 

 で考え合い選び出す。 

③ 選択した展開を踏まえて、結末の「問い」についての答えをグループ内で説明し合う。 

それぞれの考えを伝え合う場面では、どの描写とどの描写を結びつけて考えるかによって、解釈

も多様になるであろうことを踏まえ、自分の解釈の根拠を考えたり、他の読み手の解釈と比較したり

することが大切となります。 

２ 調査問題  ３ 四 
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